
総合：総合戦略

サマー：サマーレビュー掲載事業

ロード：ロードマップ掲載事業

国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

（１）保健・医療の充実

重プロ 0 268 268 536 317 317 634

-

新規 ソフト -

（２）高齢者福祉の推進

総合 0 2,487 2,488 4,975 1,087 1,088 2,175

-

継続 ソフト -

総合 876 876 1,752 891 891 1,782 906 906 1,812

-

継続 ソフト -

総合 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000 1,000 1,000 2,000

-

継続 ソフト -

（１）子育て支援の充実

重プロ 17,708 4,427 12,700 0 2,343 37,178 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-

継続 ハード -

重プロ 2,454 2,454 1,571 1,571 0

-

新規 ソフト -
(89,851) (89,851)

0 0 97,911 12,239 110,150

-

継続 ハード -

（２）学校教育の充実

サマー 3,190 3,190 4,710 4,710 4,710 4,710

重プロ

新規 ソフト -

１　みんなが健康で元気なまちづくり

２　子どもが健やかに育つまちづくり

-

学
校
教
育
課

不登校からの復帰支援を、早期かつ小中連携で行うことで、より効果的な支援を実現する。23
不登校対応指導員配置事
業

糸島市次世代育成支援対策行動計画（糸島市子ども・子育て支援事業計画）の計画満了に伴い、平成32年度から向こう5年間の計画を策定し、子育て支援事業の充実を図る。

22
民間保育所施設整備事業

子
ど
も
課

昭和56年以前の旧耐震基準で建築された保育所及び昭和57年度以降に新耐震基準に基づき建築された保育所について、平成27年度に国が新設した交付金を活用し、待機児童の解消と
併せ、建物の建替え・改修事業を実施する。

21
次世代育成支援対策行動
計画等策定事業

子
ど
も
課

高齢者の生きがいづくり、仲間づくり糸島市シニアクラブ連合会の組織強化、サークル活動を推進することによる組織の活性化

19

プロモーション事業（ヤング
シニア生きいきプロジェク
ト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸、ヤングシニアを主な対象としている活動の紹介及び普及、連動した広報・宣伝活動により、生きがいづくり、健康づくりの気運を高める。

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

ヤングシニア層（60～70歳代）の健康寿命の延伸、ヤングシニア層の実態把握、現状分析、活動に取り組むきっかけづくり生きがいづくりの気運を高める。

18

シニアクラブ元気化事業
（ヤングシニア生きいきプロ
ジェクト）

介

護

・

高

齢

者

支

援

課

健康づくりサポーター養成
事業（ヤングシニア生きい
きプロジェクト）

健
康
づ
く
り
課

健康づくりサポーターを養成し、各校区における健康課題の共有化を図り、サポーターによる健康づくり活動の実践並びに市事業との協働体制づくりを進め、地域住民の健康意識の高揚、
市民協働の健康づくりの推進を図る。

17

高齢者の生活状況・健康状
態調査事業（ヤングシニア
生きいきプロジェクト）

16

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

平成30年度～平成32年度　糸島市実施計画事業一覧表

【単位：千円】

ページ 事業名 課名

20
放課後児童クラブ建設事業
【骨格変更】

子
ど
も
課

入所児童数が急増する中、施設の増設により児童の活動スペースを確保し、児童の健全育成を図る。
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

サマー 1,782 1,782 0 0

重プロ

新規 ハード -

重プロ 250,000 250,000 0 0

-

新規 ハード -

サマー 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

重プロ

新規 ソフト -

- 0 0 0 36,000 25,613 61,613 0 0 0 0 41,831 41,831 0 0 0 0 41,831 41,831

-

継続 ハード -

- 0 0 0 12,000 17,535 29,535 0 0 0 0 22,117 22,117 0 0 0 0 22,117 22,117

-

継続 ハード -

- 0 0 32,000 0 10,695 42,695 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-

継続 ハード -

- 0 0 21,100 7,034 0 28,134 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-

新規 ハード -

- 7,991 7,991 0 0

-

新規 ハード -

重プロ 480 480 900 900 0

-

新規 ソフト -

（１）自然環境の保全育成

（257） （257）
1,000 1,000 0 0

-

新規 ソフト -

３　海、山、川をたいせつにしたまちづくり

-

学
校
教
育
課

市内小中学校の特色ある教育の取組を、行政目線ではなく保護者目線で発信することで、市内外の子育て世代に学校の魅力や情報を広め、学校の教育方針や市の教育施策等への関心を
高める。

33
地域イベント助成事業

秘
書
広
報
課

地域活性化センターの地域イベント助成事業を活用し、THINNING実行委員会が開催するイベントの事業費を助成することで、中心市街地の活性化と森林保全の啓発を図る。

「E－フェスいとしま」開催事
業

学
校
教
育
課

「いとしま学」を基軸として、市内小中学校、高校、庁内各課の連携のもと、生涯にわたって行う本市の特色ある教育活動の価値をＰＲする。

32
学校の魅力ＰＲ事業

26

小学校特別支援教育にＩＣＴ特化したアプリケーション（国語、算数）を全校に配備し、特別支援教育におけるＩＣＴ環境を整備及び活用することで、より効果的な教育を実施する。

25
特別支援学校建設用地取
得事業

学
校
教
育
課

県立特別支援学校設置に向けた建設用地を取得する。

24
ＩＣＴ教育充実事業（特別教
育へのＩＣＴ活用研究）

学
校
教
育
課

姫島小学校校舎外壁改修
事業

教
育
総
務
課

姫島小学校は、平成7年度に建設され、平成30年度で23年経過する。管理棟、屋内運動場については、塗り替えを行っている。今回は、普通教室棟(棟番号２)の塗り替えを行うもの31

27
小学校施設改修事業【骨格
変更】

中学校施設改修事業【骨格
変更】

教
育
総
務
課

教
育
総
務
課

屋内運動場の屋根・外壁の改修工事

教
育
総
務
課

小学校教育環境整備
（市内小学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

28 中学校教育環境整備
（市内中学校の小規模営繕工事を行い、事故防止、施設の長寿命化を図る。）

29
桜野小学校屋内運動場改
修事業【骨格変更】

30
前原中学校校舎屋上防水
事業【骨格変更】

教
育
総
務
課

棟番号32-1、2の校舎は、建設より27年、棟番号11-1、11-2の校舎は、大規模改造工事より25年経過する。現在、雨漏りが多く、部分的な修繕を行っているが防水層が紫外線により劣化して
おり部分的な修繕では対応できなくなっている。よって、防水改修を行い、良好な学校教育施設の環境を提供する。
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

（２）循環型社会の確立

公約 128,352 0 0 3,382 0 131,734 200,000 0 0 0 0 200,000 0 0 0 0 0 0

-

継続 ハード -

- 13,500 1,500 15,000 13,500 1,500 15,000 13,500 1,500 15,000

-

継続 ハード -

公約 0 10,000 10,000 10,000 10,000

-

新規 ソフト -

（１）都市機能の充実

重プロ 2,000 2,000 0 0

-

新規 ソフト -

重プロ 995 1,030 2,025 0 0

-

継続 ソフト -

公約 807 1,457 2,264 0 0

重プロ

継続 ソフト -

公約 0 29,400 3,270 32,670 29,200 3,250 32,450

-

継続 ハード -

サマー 5,098 5,098 4,794 4,794 1,453 1,453

-

新規 ハード -

重プロ 0 20,000 18,000 2,065 40,065 65,000 58,500 7,065 130,565

-

新規 ハード -

（３）交通環境の整備充実

- 0 22,000 16,200 4,100 42,300 121,632 89,500 18,868 230,000

-

新規 ハード -

４　快適に暮らすことができる安全・安心のまちづくり

当事業箇所は加布里駅と国道202号を結ぶ重要な道路であり、加布里小学校の通学路でもある。歩道整備することで利用者の利便性及び安全性の向上を図る。

都
市
計
画
課

1.学術研究都市としての基盤整備、2.移住・定住人口の受け皿づくり、3.税収増加、4.九州大学、関係企業従業者等への魅力ある住宅地提供

43
加布里停車場線整備事業 建

設
課

市街地隣接公園高木伐採
事業

施
設
管
理
課

住宅に隣接した公園の高木及び竹を伐採し、強風での倒木及び火災延焼の懸念等を払拭し、近隣住民が安心して暮らせる環境をつくる。

42
（仮称）泊大塚土地区画整
理事業

41

本市の生活をＰＲするとともに、移住のハードルとなる「仕事」と「住まい」の２つのハードルを下げることで、首都圏在住者の本市への転入を促進する。

40
糸島市斎場基幹的設備改
良事業

生
活
環
境
課

糸島市斎場については、平成１３年度に稼働開始し、平成２９年度には１７年が経過するため、各機器の老朽化が激しく、火葬業務に支障をきたすことから、基幹的設備の改修を行い施設の
延命化を図る。

地
域
振
興
課

定住関連施策等を効果的・積極的に情報発信することにより、本市への定住を促進する。

39
UIJターン「職・住・余暇」相
談会事業

地
域
振
興
課

人口減少地域活性化策モ
デル地域実践活動支援事
業

経
営
戦
略
課

人口が減少傾向にあり将来的な継続性が危惧される地域が、地域活性化などによる持続可能な地域づくりを自ら行う取組をモデル事業として実践するため、必要な支援を行う。

38
定住促進情報発信事業

37

36

35

34

エネルギー構造高度化・転
換理解促進事業【骨格変
更】

生
活
環
境
課

公共施設に再生可能エネルギー発電設備等を設置することで、再生可能エネルギー導入による環境への負荷をかけないまちづくりを促進する。

庁舎等照明機器改修事業

管
財
契
約
課

糸島市庁舎等内の照明器具を取替え、省エネ、節電、二酸化炭素排出量の削減等の環境保全方策を市が率先垂範して実施する。

「創エネルギーのまち・いと
しま」推進補助事業

生
活
環
境
課

地球温暖化の防止や環境に負荷をかけないまちづくりを目的とした糸島市再生可能エネルギー導入計画（H25.3策定）の目標達成のため、再生可能エネルギー等の導入を促進する。
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

- 1,041 1,040 2,081 0 0

-

新規 ソフト -

（６）防災・防犯体制の確立

- 10,900 10,900 10,900 10,900 10,900 10,900

-

継続 ハード -

- 1,325 1,325 1,325 1,325 1,325 1,325

-

継続 ソフト -

- 2,800 2,800 0 0

-

新規 ソフト -

重プロ 750 750 0 0

-

新規 ソフト -

公約 32,800 2,113 34,913 22,700 72 22,772 0

-

継続 ハード -

公約 4,530 4,530 5,135 5,135 0

-

継続 ハード -

- 2,324 2,324 0 0

-

新規 ハード -

- 15,500 1,179 16,679 0 0

-

新規 ハード -

公約 35,600 6,210 41,810 0 0

-

継続 ハード -

公約 0 33,400 6,149 39,549 36,200 3,348 39,548 0

-

継続 ハード -

警
防
課

現配備の高規格救急自動車が老朽化しているため、更新を行う。

消防ポンプ自動車整備事
業

警
防
課

現在配備している消防ポンプ自動車が老朽化しているため更新を行う。

54
高規格救急自動車整備事
業

53

消防本部庁舎が老朽化しているため、不具合が生じている設備を改修し、防災施設としての機能強化を図る。また、現在、女性職員用の風呂場、仮眠室がないため、設置工事を行い、女性
職員任用の促進を図る。

52
指揮車整備事業 警

防
課

現在配備している指揮車が老朽化しているため更新を行う。

警
防
課

消防団の装備を充実させることにより、地域防災力の充実強化を図る。

51
消防本部庁舎改修事業

消
防
総
務
課

消防団ポンプ自動車整備
事業

警
防
課

消防活動の基盤となる消防自動車が、災害時に支障をきたすことのないよう、老朽化した消防自動車を計画的に更新し、災害時の安定した成果を確保する。

50
消防団装備整備事業

49

市民への防災啓発を目的に防災ハンドブックを作成し、自助・共助に対する市民理解及び防災・減災の知識を向上させるとともに地域防災力の向上を図る。

48
校区避難所運営訓練事業

危
機
管
理
課

災害時に住民が避難してくることを想定し、体育館における避難所運営のノウハウを講義し、地域住民間で最も必要となる共助について啓発する。また、自衛隊から食料調理車両を出動して
もらい、住民が持ち寄った食料品で炊出し訓練を行うとともに、避難場所における食料供給のノウハウを学ぶなど、避難所生活についての知識を多角的に学ぶ。

危
機
管
理
課

原子力災害が発生し、バス等大型車両により住民等を避難させる必要がある時に市の職員が車両を運転する場合があることを考慮して、第一種大型自動車運転免許を取得させる。

47
防災ハンドブック作成事業

危
機
管
理
課

防火水槽整備事業（消防施
設整備）

警
防
課

火災による被害の軽減、水利不足地域の解消を図ると共に、あらゆる災害を考慮して消火栓のバックアップと設置箇所の有効利用を図る観点から、消防水利として防火水槽を設置する。

46
原子力防災用大型自動車
運転免許取得事業

45

44
公共交通網形成計画推進
事業

地
域
振
興
課

平成２８年度に策定した「糸島市地域公共交通網形成計画」の事業計画に基づき、公共交通マップや総合時刻表を作成し、市民に提供するとともに、公共交通の利用啓発を行うことによりバ
ス利用者を増加させ、持続可能な公共交通を目指す。
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

公約 31,320 31,320 0 0

-

継続 ハード -

公約 19,600 2,200 21,800 19,600 2,200 21,800 19,600 2,200 21,800

-

継続 ソフト -

（１）協働のまちづくりの推進

- 2,000 7,000 9,000 10,000 10,000 9,000 9,000

-

継続 ソフト -

- 2,400 2,400 0 0

-

新規 ソフト -

（２）生涯学習機会の充実

- 1,944 1,944 0 0

-

新規 ソフト -

- 40,900 18,553 59,453 105,700 26,847 132,547 100,700 11,307 112,007

-

新規 ハード -

- 58,468 58,468 35,446 35,446 17,771 17,771

-

継続 ハード -

- 1,998 1,998 0 0

-

新規 ソフト -

（３）人権・同和教育の推進

サマー 31,300 1,322 32,622 0 0

-

新規 ハード -

（４）男女共同参画の推進

総合 160 1,526 1,686 160 1,726 1,886 0

重プロ

継続 ソフト -

５　みんなの力で進める協働のまちづくり

人権センターは、あらゆる人権問題の解決に資するため設置されている。また、市の防災計画で指定避難場所とされており、災害発生の際、被災者の避難生活が長期化した場合に、安定し
た生活環境を提供する必要があるため、空調等の改修を行う。

女性が輝くミライ事業

人

権

・

男

女

共

同

参

画

推

進

課

これからの糸島を担う若年者を中心に、男女共同参画社会の推進に必要なジェンダーの視点を啓発し、社会人として自立して「生きる力」を育成するとともに、働きたいと思う女性の就業を支
援する。

人権センター改修事業

人

権

・

男

女

共

同

参

画

推

進

課

64

生
涯
学
習
課

体育施設の利用申請において、インターネット受付システムを導入することにより、利用者の利便性の向上及び職員の事務軽減による行革の推進を行う。

63

体育施設改修整備事業

生
涯
学
習
課

体育施設の改修を行い、施設の安全性及び利便性を高め、利用者の増進を促すなどスポーツ振興を図る。

62
体育施設インターネット受
付システム導入事業

61

前原南公民館の大規模改修・建替えに関するコンサル業務を委託し、大規模改修もしくは建替えの検討資料とする。

60
糸島市運動公園等整備事
業

経
営
戦
略
課

運動機能、交流機能、防災機能等を備えた運動公園を整備し、都市機能の充実及び生涯学習機会の充実を図る。また、防災拠点となる多目的体育館、広場、災害備蓄庫などの施設整備を
行うことで、市民の生命、財産を守る体制を強化する。

地
域
振
興
課

自治総合センターのコミュニティ助成事業を活用し、行政区の備品やコミュニティの拠点となる施設を整備することで地域活動を活発にし、伝統継承や青少年・後継者育成をさらに進めること
で、地域コミュニティの活性化につながる。

59

前原南公民館大規模改修・
建替え調査等業務委託事
業

生
涯
学
習
課

糸島市民まつり事業

地
域
振
興
課

「糸島市民まつり」を市民協働で開催することで、市が目指す「人も元気　まちも元気新鮮都市　いとしま」を実現し、市の魅力発信・提供、市民との一体感の醸成を図る。

58
コミュニティ助成事業

57

適正な１１９番受信体制を維持し、災害対応の迅速性を確保するため、通信指令施設の中間更新工事を行う。

56
防犯灯ＬＥＤ転換事業

危
機
管
理
課

市内全域のＬＥＤ以外の防犯灯をＬＥＤに転換することで、①安全安心なまちづくりの推進、②環境に配慮した低炭素社会への寄与、③消費電力の削減による市及び行政区の財政負担の軽
減、④市内経済活性化と雇用の創出を図る。

55
通信指令施設更新事業 警

防
課

1
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

（６）九州大学との交流の推進

公約 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

重プロ

新規 ソフト -

公約 1,500 1,500 0 0

重プロ

継続 ソフト -

公約 128 1,128 1,256 0 0 0 0 1,256 1,256 0

重プロ

継続 ソフト -

（１）行財政改革の推進

- 0 7,721 7,721 0

-

新規 ソフト -

- 2,160 2,160 0 0

-

新規 ソフト -

- 0 2,124 2,124 0

-

新規 ソフト -

- 4,544 4,544 5,565 5,565 7,973 7,973

-

継続 ソフト -

- 17,961 17,961 0 0

-

新規 ハード -

- 5,355 5,355 5,555 5,555 5,116 5,116

-

継続 ハード -

公約 5,103 5,103 0 0

重プロ

継続 ソフト -

６　経営感覚を持った持続可能なまちづくり

地
域
振
興
課

九大生の糸島市内での生活を応援することで、市内定住を促す。その結果、九大生が糸島市を第2の故郷と身近に感じ、将来にわたって糸島市を応援してもらえる。67
九大生糸島生活“熱烈応
援”事業

九州大学等連携研究事業

地
域
振
興
課

本市の地域課題・行政課題の解決による地域の活性化、行政の効率化を図る。
（副次的：大学研究者の研究資金獲得機会の創出、大学との連携強化）

管
財
契
約
課

庁用自動車（公用車）の経年劣化が全体的に進んでいる為、計画的（定期的）に買換えることにより、維持管理費を抑制し、車両が原因となる事故等を未然に防止する。

74

73

市と市民が市の現状や１０年後の目指す将来像を共有し、第１次よりもさらに市民協働の視点を高めた第２次糸島市長期総合計画を策定する。

戸籍システム更新事業 市
民
課

機器及び導入ソフトの老朽化による戸籍証明の作製及び発行停止等の業務トラブルを回避するため戸籍システムを更新する。

庁用自動車購入等事業

第2次糸島市長期総合計画
策定事業

経
営
戦
略
課

72

71

糸島市新庁舎建設計画を策定するにあたり、専門家から会議等における専門的な助言及び資料作成補助の業務を委託する。

70
糸島市合併10周年記念行
事

経
営
戦
略
課

糸島市誕生からの軌跡を振り返り、１０年で育んだ「元気で豊かな糸島」を次の１０年・２０年へつなげる機会とし、次代を担う若者をはじめとした市民の郷土愛を深め、誇りを高める。

68 文書管理システムの更新を行うことにより、文書管理の一層の効率化及び適正化を図る。

69
新庁舎建設計画策定等支
援事業

管
財
契
約
課

九州大学と市民との交流機会の増大を図り、相互理解を深める。

文書管理システム更新事
業

総
務
課

九州大学連携交流事業

地
域
振
興
課

66

65
九大寺子屋事業

地
域
振
興
課

九大生が自らの研究内容を分かりやすく児童に教えることで、児童の学習意欲のを向上を図る。
（副次的：児童の将来の夢の創造、九大生への憧れの喚起、郷土愛の醸成により、子育て世代の移住促進）
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

公約 3,000 4,015 7,015 0 0

重プロ

継続 ソフト -

（１）農林水産業の振興

- 200 3,800 4,000 200 3,800 4,000 200 3,800 4,000

-

継続 ハード -
(5,000） （5,000） (50,000) (25,000) （75,000）

5,000 5,000 0 2,500 22,500 25,000

-

継続 ハード -
（1,300）

1,500 2,800 4,300 2,800 2,800 5,600 2,800 2,800 5,600

-

継続 ソフト -

重プロ 14,000 14,000 21,000 21,000 21,000 21,000

-

新規 ソフト -

重プロ 1,300 1,300 2,600 2,600 1,800 1,800

-

新規 ソフト -

- 60 1,140 1,200 0 0

-

継続 ハード -

総合 0 14,850 9,900 4,200 247 503 29,700 14,850 9,900 4,200 247 503 29,700

-

継続 ハード -
（5,000) (2,500) (7,500) (22,500) (11,250) （33,750） (23,380) (13,337) （36,717）

2,500 2,500 11,250 11,250 10,043 10,043

-

継続 ハード -

総合 0 3,150 2,600 172 678 6,600 2,650 2,200 147 603 5,600

-

新規 ハード -

-

農
業
委
員
会

耕作放棄地対策事業
サマー

総合

78

79
糸島市担い手農家支援事

業

築造から20年～40年経過した照明設備（水銀灯具）を長寿命で高輝度･低電力消費であるLED照明へ切替え、就労環境の改善と漁港維持管理費の削減を図る。

農
林
水
産
課

作業の効率化、安全性の確保などによる労働環境の改善とコストの削減による所得の向上を図り、漁業を魅力ある職業への転換を進めるため共同利用施設を整備する。

84
福岡県漁港等施設改修事
業

農
林
水
産
課

魚礁設置事業

農
林
水
産
課

沿岸漁業の漁獲量は、年々減少していたが、つくり育てる漁業に取組んだ結果、横ばいに転じており、今後も資源管理とつくり育てる漁業の振興が必要である。そこで、糸島の沿岸漁業を支
えるため、水産物の繁殖保護を図り、漁獲増大につなげるとともに海洋環境の保護のために魚礁の設置を行う。

83
福岡県水産業振興対策事
業

82

糸島産農林水産物の情報発信・販売拠点である直売所の機能向上と活性化を図るため、支援を行う。

81
水産生産基盤整備事業

農
林
水
産
課

海上保安庁が管理する芥屋港第二防波堤灯台の廃止・撤去後、船舶の安全航行のために簡易標識灯を設置する。

農
業
振
興
課

農業者の生産コストの支援を行うことにより、所得の向上、規模拡大、営農継続につなげ糸島農業の担い手を確保する。

80
直売所活性化事業

農
業
振
興
課

耕作放棄地対策事業

農
業
委
員
会

耕作放棄地の再生利用を促進するとともに、耕作放棄地の発生を抑制することにより、食糧の生産拠点である農地の有効利用を図る。

平成23年度に実施したため池防災対策の調査結果を基に改修を行う。

77
集落基盤整備事業

農
林
水
産
課

地域が自ら考えて設定する、個性ある農村振興の目標の達成が図れるよう、地域住民参加の下、関係機関との連携を図りつつ地域の多様なニーズに応じた農業生産基盤の整備と集落基
盤の整備を一体的に実施する。

地
域
振
興
課

九州大学と市が連携し、共同研究を行うことで、課題解決、地域活性化、効率的かつ効果的な行政経営、九州大学学術研究都市の構築につなげる。

76
ため池防災対策事業

農
林
水
産
課

組織対応型連携事業

７　地域資源を生かした産業創出のまちづくり

75
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国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源 国庫支出 県支出 地方債 その他 一般財源

特色

平成30年度 平成31年度 平成32年度

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

財源内訳 事業費
合計

ページ 事業名 課名

総合 11,000 9,400 550 1,050 22,000 0 0

-

継続 ハード -

- 5,520 1,288 2,000 129 463 9,400 20,880 4,872 7,700 477 1,371 35,300 0

-

新規 ハード -
(15,000) (7,500) （22,500） (15,000) (7,500) （22,500） 0 (18,500） 0 (9,250) （27,750）

7,500 7,500 7,500 7,500 9,250 9,250

-

継続 ハード -

（２）商工業の振興

総合 0 0 0 0 2,557 2,557 0 0 0 0 2,557 2,557 0 0 0 0 0 0

サマー

継続 ソフト 重プロ

（３）観光の振興

総合 171 0 0 0 172 343 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公約

継続 ソフト 重プロ

総合 0 0 0 0 1,745 1,745 0 0 0 0 1,745 1,745 0 0 0 0 0 0

公約

継続 ソフト 重プロ

総合 1,374 0 0 0 1,374 2,748 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

重プロ

新規 ソフト -

（４）企業の誘致と新産業の創出

総合 858 0 0 0 859 1,717 0 0 0 0 1,717 1,717 0 0 0 0 0 0

重プロ

継続 ソフト -

総合 0 4,917 0 1,621 6,350 12,888 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公約

新規 ハード 重プロ

172,830 13,457 560,700 100,111 299,871 1,146,969 282,376 22,047 286,700 11,256 258,621 861,000 302,703 16,675 328,300 13,094 244,610 905,382

185,082 8,571 10,900 29,468 69,255 303,276 200,000 0 0 0 83,658 283,658 0 0 0 0 63,948 63,948

▲ 12,252 4,886 549,800 70,643 230,616 843,693 82,376 22,047 286,700 11,256 174,963 577,342 302,703 16,675 328,300 13,094 180,662 841,434

2,262,469

※今回計上額には、骨格変更による増減分を含む

合　　　計　①

本市の観光スポットや周遊コースを多数紹介した外国語観光冊子を作成・配布し、本市の認知度を高めるとともに、来訪時に周遊を促すことで、市内観光消費額を増やす。

観光大使事業

サマー

ママライタースタートアップ
事業

地
域
振
興
課

農
林
水
産
課

居住地に制約されない就業形態であるテレワークを推進するため、子育て世代の女性に着目し、ママライターの育成を行う。

コンタクトセンター整備事業

商
工
観
光
課

企業の立地による雇用機会の拡大及び地域経済に発展に寄与するとともに、公的遊休施設の有効活用による貸付収入等財源を新たに確保することができる。

商
工
観
光
課

93

92

90

外国語観光パンフレットリ
ニューアル事業

おもてなし観光推進事業

商
工
観
光
課

観光客の受入体制の確保及び強化
①観光ボランティア育成研修の実施②外国人観光客接客研修③観光案内の強化

商
工
観
光
課

得意分野を生かした国内外への効果的な情報発信による観光入込客の増加

91

89

糸島の重要なブランドのひとつであり、休漁が増加する冬場の水産業を支えるカキ小屋を、営業許可の円滑な取得に向け、仮設建築物での営業から常設の施設へと転換するため、施設を
整備する。

88
利子補給助成事業

商
工
観
光
課

市内商工業者の経営改善を支援することで、地域経済の活性化を図る。

漁村再生交付金事業

農
林
水
産
課

近年、漁船の大型化（船幅）により休憩岸壁が不足し、荒天時（特に南風の風）の波浪侵入と併せて漁船の安全確保が憂慮される状況にある。これを解消するため、岸壁を１２ｍ延長し漁船
の休憩岸壁を確保する。

87
カキ小屋整備事業

86

85
漁港機能増進事業

農
林
水
産
課

築造から20年～40年経過した照明設備（水銀灯具）を長寿命で高輝度･低電力消費であるLED照明へ切替え、就労環境の改善と漁港維持管理費の削減を図る。

骨格予算（６事業分）　②

今回計上額　①-②
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